
、

発
　
　
　
民
　
　
－

日
号
公
昭
0

10

0
町
　
3

明
6
撃
代

年
－
郡
関
松

娼
第
城

和
　
頸
長
話

昭
　
　
　
東
館
電

行
　
　
館
平
番

印刷松代印刷所

　
　
　
　
　
新
井
市

町
、
柿
崎
町
、
安
塚

町
に
三
消
防
署
、
松

代
町
．
名
立
町
に
二

分
遣
所
の
庁
舎
が
建

設
さ
れ
、
去
る
十
二

月
四
日
に
上
越
市
厚

生
会
館
に
お
い
て
各

市
町
村
関
係
者
出
席

の
も
と
、
総
合
竣
工

式
が
開
催
さ
れ
ま
し
．

た
。
　
尚
、
三
署
二
分
遣

所
の
建
設
資
金
の
内

訳
は
下
表
の
と
お
り

で
あ
り
ま
す
。

　
…
…
◇
…
… 　

御
存
知
の
と
お
り
住
民

福
祉
の
向
上
を
図
る
た
め

上
越
市
を
中
心
と
し
た
十

九
市
町
村
で
昨
年
五
月
一

日
か
ら
常
備
消
防
の
仕
事

を
す
る
た
め
上
越
地
域
消

防
事
務
組
合
を
作
り
、
十

月
一
日
か
ら
実
際
に
防
災

救
急
の
業
務
が
開
始
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
活
動
の
根
拠
と
な
る
六

二
分
遣
所
の
う

嘱

　　懸季i臨

モー完成した東頸消防署松代分遣所

訳内の金資

灘
灘

設建

100．0％70，233，000円建設費総額
36．525，700，000

18．5

14．2

30．8

13，000，000

10，000，000

簡易生命保険資金

棚霜糊金
広域市町禰補麗

21，533，000組合一般財源

内

訳

　難．
　鳩　』》

属A1州

上
越
地
域
消
防
事
務
組
合
の

財
政
状
況
を
公
表
い
た
し
ま
す

　
広
報
編
集
の
都
合
で
み
な
さ
ん
に
お

知
ら
せ
す
る
の
が
お
く
れ
ま
し
た
が
、

こ
こ
に
上
越
地
域
消
防
事
務
組
合
の
財

　　　　一

　　欝

　擢嚇

　　　騨　　鱒雛
蠣

政
状
況
を
公
表
い
た
し
ま
す
。

　
こ
の
公
表
は
、
同
組
合
の
財
政
状
況

の
公
表
に
関
す
る
条
例
の
規
定
に
よ
る

も
の
で
、
年
度
を
上
半
期
と
下
半
期
の

二
回
に
分
け
て
行
な
い
ま
す
。

こ
の
公
表
は
昭
和
四
十
七
年
度
上
半
斯

の
も
の
で
す
。

　
組
合
で
は
毎
年
五
月
と
十
一
月
に
組

合
の
財
政
状
況
を
公
表
し
ま
す
。
こ
れ

は
、
ど
れ
だ
け
収
入
が
あ
り
、
そ
れ
が

ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
か
な
ど
組
合
の

家
計
簿
の
内
容
を
組
合
管
内
の
市
町
村

の
住
民
の
皆
さ
ん
に
明
ら
か
に
す
る
と

共
に
正
し
く
ご
理
解
し
て
戴
く
た
め
に

行
う
も
の
で
す
。

　
今
回
は
、
昭
和
四
十
七
年
五
月
一
日

か
ら
九
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
お
け
る

予
算
状
況
の
あ
ら
ま
し
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　
四
十
七
年
度
予
算
の
概
況

　
御
存
知
の
と
お
り
住
民
福
祉
の
向
上

を
図
る
た
め
、
上
越
市
、
新
井
市
、
中

頸
城
郡
、
東
頸
城
郡
の
各
町
村
と
名
立

町
の
十
九
ケ
市
町
村
で
今
年
五
月
一
日

常
備
消
防
0
仕
事
を
す
る
た
め
消
防
事

務
組
合
を
作
り
、
上
越
市
と
新
井
市
の

既
設
の
三
清
防
署
の
ほ
か
に
、
頸
北
消

防
署
（
柿
崎
町
）
、
頸
南
消
防
署
、
　
（

妙
高
高
原
町
）
、
東
頸
消
防
署
（
安
塚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
次
頁
へ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（



町
）
、
名
立
分
遣
所
（
名
立
町
）
、
松

代
分
遣
所
戸
松
代
町
）
を
作
り
、
職
員

七
十
名
を
増
員
し
て
十
月
一
日
よ
り
実

際
に
業
務
を
開
始
い
た
し
ま
し
た
。

予
算
総
額
は
三
億
六
五
四
九
万
七
千
円

で
、
歳
入
の
主
な
も
の
は
地
方
交
付
税

の
常
備
消
防
費
に
相
当
す
る
額
を
各
市

町
村
か
ら
拠
出
し
て
戴
く
ほ
か
、
国
の

（47．5．1～47．9。30）予算の執行状況1．

＜歳入＞

区　　　　　　　　　分 予　算　額 収入済額
市　町　村　負　担　金 312，184・冊 161，557椚
国　　庫　　支　　出　　金 18，630 0
組　　　　　合　　　　　債 33，600 0
使用料及び手数料他 LO83 1，273

合　　　　　　　計 565，497 162，850

＜歳出＞

補
助
金
と
起
債
で
あ
り
ま
す
。

又
歳
出
の
主
な
も
の
は
、
人
件
費
（
二

〇
三
人
分
）
と
、
三
消
防
署
二
分
遣
所

の
庁
舎
及
び
附
属
施
設
の
建
設
費
、
消

防
車
六
台
、
司
令
車
一
台
、
救
急
車
二

台
の
購
入
と
消
防
無
線
施
設
を
整
備
す

る
た
め
の
費
用
が
主
な
も
の
で
あ
り
ま

す
。

支出済額
　　　160珊
　90，754
　74，868
　　6，430
　　5，077
　　1，650

　　　500
　　1，150
　　1，385

　　　610
　　　　0
　　　610
　　　357
　　　377
　　　165
　　　　0
　91，079

予　算　額
　　　　　438・冊

　　362，059

　　201，991

　　　21，653

　　　80，845

　　　3i，394

　　　20，350

　　　11，044
　　　　6，415

　　　12，543

　　　10，570

　　　　』973
　　　　3，650

　　　　3，568

　　　　1，000

　　　　2，000

　　365，497

　
　
　
費
費
費
費
車
具
費
費
線
話
費
金

　
　
　
人
経
庁
事
消
そ
庁
通
消
専
新
負

　
議
総
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
予

分
区
　
　
　
　
｛
　
｛
　
　
　
合

盛大に終る
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ロ

　
　
ロ

　
　
㎜
出
い
た
し
ま
し
た
。
な
お
、

書初展覧
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恒
例
の
町
書
初
展
覧
会
を

1
月
B
日
～
19
日
の
2
日
間

に
わ
た
り
町
総
合
セ
ン
タ
！

3
階
大
ホ
ー
ル
で
開
催
い
た

し
ま
し
た
。

　
学
校
の
児
童
・
生
徒
の
作

品
は
、
在
籍
数
の
5
％
を
学

校
で
審
査
し
て
提
出
し
て
い

た
だ
き
、
こ
の
展
覧
会
で
は

各
学
年
別
に
特
選
一
点
を
選

一
般
の
部
は
自
由
参
加
で
審

査
は
な
く
、
多
数
の
出
品
が

あ
り
盛
会
で
し
た
。
関
係
の

み
な
さ
ん
に
紙
面
を
通
し
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

成
績
は
次
の
通
り
で
し
た
。

　
　
　
　
　
町
教
育
振
興
会

　
　
　
　
　
町
　
公
民
館

2・財産の状況
　　　（47。9．30現在）

16

　
1
　
1
1

121
4
　
Q
U

26

車
　
車

動
　
動
車
車
車
車

珀
箔
防
作

ン
し
ン
消
工
急
令
計

酬
撫
学
災

消
屈
消
化
防
救
司

◎
小
学
校
の
部
（
出
品
一

「
特
選
」

六五四三二一
年年年年年年

佐池南高山や
藤田雲橋賀な
　　　　　ぎ
公善元幸和な
子和子吉美お

「
準
特
選
」

一
年
　
牧
田
　
治
野

　
　
　
斉
藤
　
文
明

二
年
矢
沢
　
一
幸

　
　
　
若
井
　
勇
司

　
　
　
佐
藤
　
睦
子

三
年
　
樋
口
　
良
夫

　
　
　
池
田
　
智
子

　
　
　
市
川
　
義
久

四
年
　
斉
藤
　
義
弘

五
年
若
月
比
呂
美

　
　
　
高
橋
さ
ゆ
り

六
年
　
柳
　
悦
　
江

二
二
点
）

　
（
松
代
小
）

（
小
屋
丸
分
）

（
莇
平
分
）

（
松
代
小
）

（
北
山
小
）

（
室
野
小
）

（
峠
　
小
）

（
北
山
小
）

（
峠
　
小
）

（
蓬
平
分
）

（
室
野
小
）

（
松
代
小
）

（
北
山
小
）

（
小
屋
丸
分
）

（
北
山
小
）

（
松
代
小
）

（
松
代
小
）

（
松
代
小
）

◎
中
学
校
の
部
（
出
品
三
五
点
）

「
特
選
」

一
年
　
斉
木
　
佳
子
　
　
（
奴
奈
川
中
）

二
年
　
菅
井
　
里
美
　
　
（
　
　
〃
　
）

三
年
　
池
田
ヨ
シ
子
　
　
（
山
平
中
）

「
準
特
選
」

一
年
佐
藤
　
泉
　
（
奴
奈
川
中
）

二
年
　
柳
　
　
智
之
　
　
（
松
代
中
）

三
年
　
池
田
　
一
三
　
　
（
山
平
中
）

　
　
　
本
山
　
総
子
　
　
（
松
代
中
）

◎
一
般
の
部

出
品
者
七
〇
名
　
　
出
品
数
九
三
点

問
答
欄
に
つ
い
て

　
み
な
さ
ん
の
知
り
た
い
こ
と
に
つ
い

て
、
こ
の
欄
を
と
お
し
て
で
き
る
か
ぎ

り
お
知
ら
せ
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ど
し
く
お
間
合
せ
下
さ
い
。
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人
間
、
健
康
で
い
つ
ま
で
も
長
生
き

し
た
い
と
思
わ
な
い
人
は
居
な
い
と
思

い
ま
す
。
親
か
ら
も
ら
う
た
身
体
を
傷

つ
け
な
け
れ
ば
誰
も
が
百
二
十
五
才
ま

で
は
生
き
ら
れ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

そ
れ
だ
け
生
き
ら
れ
な
い
の
な
、
不
摂

生
や
無
理
で
身
体
を
傷
め
寿
命
を
縮
め

て
い
る
せ
い
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
人
の
平
均
寿
命
は
男
七
十
才
女
七

十
五
才
で
す
。
と
こ
ろ
が
松
代
町
の
過

去
十
年
間
の
平
均
死
亡
年
令
は
男
六
十

六
才
女
七
十
才
と
全
国
平
均
よ
り
、
男

が
四
才
女
が
五
才
早
や
死
に
し
て
い
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

次
の
表
（
四
面
）
は
部
落
別
に
、
過
去
十

年
間
の
死
亡
年
令
を
死
亡
数
で
除
し
た

も
の
で
す
。
表
を
見
る
と
、
女
は
長
命

だ
が
男
は
短
命
な
部
落
、
こ
れ
と
は
逆

な
部
落
男
女
と
も
短
命
な
部
落
…
・
…
．
．

と
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

な
ぜ
短
命
な
ん
だ
ろ
う
。

私
は
日
本
の
そ
れ
で
は
な
く
身
近
か
な

松
代
町
の
こ
と
に
つ
い
て
今
後
何
回
か

に
わ
た
っ
て
役
場
に
あ
る
資
料
を
も
と

に
、
長
生
き
を
考
え
て
み
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

皆
様
方
の
ご
批
判
と
ご
指
導
を
賜
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
幸
い
に
存
じ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
社
会
課
長
）

　
部
落
別
に
見
て
見
ま
し
よ
う

　
松
代
　
男
は
十
二
才
と
十
五
才
の
若

死
を
除
け
ば
平
均
六
五
・
三
才
に
、
女

は
○
才
二
人
の
若
死
を
除
け
ば
七
十
才

に
な
り
ど
ち
ら
も
松
代
町
の
平
均
で
す

が
日
本
人
の
平
均
よ
り
五
才
短
命
で
す

　
小
荒
戸
　
女
は
非
常
に
長
命
で
す
が

男
は
平
均
し
て
短
命
で
す
。

　
太
平
　
女
は
非
常
に
長
命
で
す
が
男

は
長
命
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

　
菅
刈
　
女
は
ま
あ
ま
あ
で
す
が
男
は

非
常
に
短
命
で
す
。

　
田
沢
　
男
の
短
命
は
十
才
二
人
十
一

才
一
人
の
若
死
が
あ
る
た
め
で
、
こ
れ
』

を
除
け
ば
平
均
七
九
・
三
才
と
な
り
非

常
に
長
命
と
な
ゆ
ま
す
。
女
億
ま
あ
ま

あ
で
す
。

　
小
屋
丸
　
男
女
と
も
普
通
で
す
。
欲

を
言
え
ば
女
が
も
う
少
し
長
生
き
し
て

（
其
の
一
）

ほ
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

　
池
之
畑
　
男
は
長
命
で
す
が
女
は
非

・
常
に
短
命
で
す
。

　
下
山
　
男
女
と
も
日
本
人
の
平
均
寿

命
と
同
じ
で
す
か
ら
理
想
的
な
長
寿
村

で
す
。

　
千
年
男
は
四
才
と
十
九
才
の
若
死

を
除
い
て
も
平
均
六
一
・
四
才
で
非
常

に
短
命
で
す
。
女
も
長
命
と
は
言
い
が

た
い
と
こ
ろ
で
す
。

　
池
尻
　
男
は
十
四
才
の
若
死
を
除
け

ば
七
三
・
九
才
で
長
命
と
な
り
ま
す
。

女
は
理
想
の
長
命
と
言
え
ま
す
。

　
会
沢
　
男
は
○
才
と
十
七
才
の
若
死

を
除
い
て
も
六
五
・
六
才
、
女
も
○
才

二
人
の
若
死
を
除
い
て
も
六
五
・
四
才

’
と
男
女
と
も
非
常
に
短
命
で
す
。

　
清
水
　
男
は
理
想
的
な
長
命
で
す
が

女
は
平
均
し
て
非
常
に
短
命
で
す
。

　
桐
山
　
男
は
九
才
と
十
八
才
の
若
死

を
除
け
ば
七
二
・
四
才
で
長
命
に
な
り

ま
す
。
女
は
非
常
に
短
命
の
人
が
多
い

　
蓬
平
　
男
は
二
十
才
代
の
若
死
一
人

を
除
け
ば
七
一
・
三
才
と
長
命
に
な
り

ま
す
。
女
は
短
命
の
人
が
多
い
。

　
東
山
　
十
年
間
に
女
は
八
一
、
一
才
一
人

男
は
七
十
才
と
七
七
才
の
二
人
の
死
亡

が
あ
る
の
み
で
平
均
は
出
し
に
く
い
の

で
表
の
数
字
が
平
均
寿
命
と
言
え
る
か

ど
う
か
疑
問
で
す
。

　
海
老
　
男
女
と
も
中
に
は
八
十
才
代

の
長
命
者
も
い
ま
す
が
、
平
均
し
て
男

女
と
も
非
常
に
短
命
で
す
。

　
犬
伏
男
は
非
常
に
長
命
で
す
、
女

は
○
才
の
若
死
を
除
け
ば
七
四
・
四
才

と
ま
あ
ま
あ
と
な
り
ま
す
◎

　
孟
地
男
は
非
常
に
長
命
で
す
。
女

も
三
十
代
の
若
死
一
人
を
除
け
ば
七
六

・
七
才
と
長
命
に
な
り
ま
す
。

　
片
桐
山
　
男
は
八
才
の
若
死
を
除
け

ば
六
九
・
八
才
で
ま
あ
ま
あ
に
な
り
ま

す
。
女
は
も
う
少
し
長
生
き
し
て
ほ
し

い
と
こ
ろ
で
す
。

　
滝
沢
　
男
は
非
常
に
長
命
で
す
が
逆

に
女
は
非
常
に
短
命
で
す
。

ー
中
子
　
十
年
間
に
女
は
七
八
才
と
九

、
六
才
の
二
人
が
死
亡
、
男
は
全
然
死
亡

者
が
あ
り
ま
せ
ん
。
人
口
が
少
な
い
の

で
平
均
が
出
し
に
く
い
わ
け
で
す
。

　
苧
島
　
女
は
平
均
し
て
長
命
で
す
。

男
は
ま
あ
ま
あ
で
す
。

　
田
野
倉
女
は
概
し
て
長
命
で
す
。
、

男
は
○
才
の
若
死
を
除
い
て
も
六
三
才

と
非
常
に
短
命
で
す
。
・

仙
納
　
女
は
非
常
に
長
命
者
が
多
い

が
逆
に
男
は
短
命
者
が
多
い
村
で
す
。

、
田
代
　
男
は
O
才
と
二
三
才
の
若
死

を
除
い
て
も
五
九
．
四
才
と
非
常
に
短

命
で
す
。
女
も
○
才
と
十
七
才
の
若
死

を
除
い
て
も
七
一
才
と
短
命
で
す
。

　
筋
平
『
女
は
非
常
に
長
命
者
が
多
く

男
は
一
才
と
十
七
オ
の
若
死
を
除
い
て

も
六
五
才
と
短
命
で
す
。

　
小
貫
　
男
は
三
十
代
の
若
死
を
除
け

ば
七
四
・
四
才
と
長
命
に
な
り
ま
す
。

女
は
長
命
者
が
多
い
。

　
諏
訪
峠
　
女
は
長
命
者
が
多
く
逆
に

男
は
短
命
者
が
多
い
。

　
寺
田
　
男
は
非
常
に
長
命
者
が
多
く

女
も
○
才
の
若
死
を
除
け
ば
七
三
・
二

才
で
ま
あ
ま
あ
と
な
り
ま
す
。

　
名
平
　
男
女
と
も
短
命
で
す
。

　
蒲
生
『
、
男
は
六
才
と
二
十
八
才
の
若

死
を
除
け
ば
六
九
・
六
才
で
ま
あ
ま
あ

と
な
り
ま
す
。
女
は
○
才
二
入
の
若
死

を
除
い
て
も
七
一
・
三
才
で
短
命
で
す

　
儀
明
男
女
共
理
想
の
長
寿
村
で
す

　
福
島
　
男
は
○
才
二
人
の
若
死
を
除

け
ぽ
六
八
．
八
才
と
な
り
ま
す
が
比
較

的
短
命
者
が
多
い
。
女
は
○
才
の
若
死

を
除
い
て
も
七
〇
・
七
才
で
短
命
で
す

が
割
合
い
に
高
令
者
の
死
亡
が
多
い
の

が
特
長
で
す
。

　
奈
良
立
男
は
十
年
間
に
七
六
・
七

才
一
人
し
か
死
亡
し
て
い
な
い
の
で
平

均
は
出
せ
ま
せ
ん
。
女
は
，
短
命
で
す
。

　
室
野
　
男
は
○
才
と
二
才
の
若
死
を

除
け
ば
六
九
・
三
才
に
な
り
ま
す
が
、

概
し
て
短
命
の
死
亡
者
が
多
い
。
女
は

○
才
二
人
と
四
才
の
若
死
を
除
け
ば
七

五
・
二
才
と
長
命
に
な
り
ま
す
。

　
竹
所
　
男
は
十
三
才
の
若
死
を
除
け

ば
六
九
・
一
、
才
で
ま
あ
ま
あ
と
な
り
ま

す
。
女
は
長
命
者
が
多
い
。

　
濁
　
十
年
間
の
死
亡
者
が
少
な
い
の

で
平
均
は
出
し
に
く
い
の
で
す
が
、
女

は
長
命
者
が
多
く
男
も
ま
あ
ま
あ
で
す

　
峠
男
は
長
命
で
す
。
女
は
○
才
の

若
死
を
除
け
ば
七
三
・
三
才
で
ま
あ
ま

あ
と
な
り
ま
す
。

　
木
和
田
原
　
男
女
と
も
平
均
し
て
長

命
者
が
非
常
に
多
い
村
で
す
。
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瑠
牛
岬
飼
育
農
家
へ
お
願
い
〃
”

一
、
家
畜
共
済
事
業
に
す
す
ん
で
加
入

　
　
し
ま
し
よ
う
。

　
昨
年
、
松
代
町
で
は
二
・
五
頭
に
一

頭
は
獣
医
さ
ん
の
診
療
を
受
け
、
三
十

頭
に
一
頭
は
死
亡
、
廃
用
に
よ
る
共
済

金
の
支
払
い
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

　
又
、
牛
肉
の
需
要
に
伴
な
い
市
場
で

の
取
り
引
き
価
格
が
昨
年
来
上
昇
し
て

い
ま
す
。
で
き
る
だ
け
高
額
加
入
を
致

し
ま
し
よ
う
〇

二
、
家
畜
の
移
動
報
告
は
忘
れ
ず
に
。

　
最
初
の
加
入
牛
を
入
れ
替
え
た
時
は

た
だ
ち
に
役
場
共
済
係
に
電
話
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。
役
場
の
台
帳
に
記
載

さ
れ
て
い
な
い
牛
に
事
故
が
あ
っ
て
も

共
済
金
の
支
払
い
を
受
け
ら
れ
な
い
事

が
あ
り
ま
す
。
　
　
（
産
業
課
共
済
係
）

　
和
牛
連
産
表
彰
追
加

　
昨
秋
卜
一
月
十
四
日
松
代
家
畜
市
場

に
於
て
和
牛
連
産
表
彰
式
を
行
い
ま
し

た
が
事
務
局
の
調
査
も
れ
が
一
頭
あ
り

ま
し
た
。
謹
ん
で
お
詑
申
し
上
げ
追
加

発
表
い
た
し
ま
す
。

・
特
別
表
彰
（
十
年
連
産
）

　
　
　
下
山
　
　
宮
　
沢
　
要
　
吉

　
尚
、
十
二
月
役
場
に
於
て
表
彰
の
伝

達
式
を
行
い
ま
し
た
。

1
嘱
1
■
ー
O
1
8
1
0
－
o
l
略
ー
●
l
O
ー
■
8
■
1
巳
ー
o
ー
■
1

　
　
春
の
防
犯

　
次
の
こ
と
に
み
ん
な
で
協
力
、
町
か

ら
犯
罪
を
な
く
し
ま
し
よ
う
。

◎
一
般
家
庭
の
防
犯

　
・
鍵
は
確
実
に
し
め
よ
う
。

　
・
夜
外
は
明
る
く
、
中
を
く
ら
く
す

　
　
る
よ
う
工
夫
し
よ
う
。

　
・
ル
ス
に
す
る
と
き
、
隣
り
に
ひ
と

　
　
こ
と
頼
も
う
。

　
・
火
の
も
と
は
、
や
す
む
前
に
も
確

　
　
め
よ
う
。

◎
少
年
非
行
防
止

　
。
こ
ど
も
と
の
話
し
合
い
の
時
間
を

　
　
つ
く
ろ
う
。

　
・
こ
ど
も
の
い
い
分
も
聞
き
、
こ
ど

　
　
も
と
一
緒
に
考
え
よ
う
。

　
・
こ
ど
も
に
は
、
つ
ね
に
愛
情
を
も

　
　
っ
て
接
し
よ
う
。

◎
交
通
事
故
防
止

　
・
車
間
距
離
を
充
分
と
ろ
う
。

　
・
飲
酒
運
転
は
や
め
よ
う
。

　
・
ス
リ
ツ
プ
事
故
に
注
意
し
ょ
う
。

　
・
安
全
速
度
を
守
ろ
う
。

　
。
出
あ
い
頭
事
故
を
な
く
そ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
安
塚
警
察
署
）

困
っ
て
ま
す

　
　
野
放
し
の
犬

　
野
犬
、
放
し
飼
い
犬
に
よ
る
、
人
畜

等
の
被
害
が
依
然
と
し
て
絶
え
ず
、
生

活
環
境
上
の
公
害
と
し
て
社
会
間
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
飼
い
主
は
次
の
こ
と

を
か
た
く
お
守
り
下
さ
い
。

①
常
時
け
い
留
…
犬
は
常
に
つ
な
い
で

お
い
て
下
さ
い
。
②
捨
て
犬
禁
止
…
犬

が
不
要
に
な
っ
た
ら
捨
て
る
前
に
衛
生

係
へ
ご
連
絡
下
さ
い
。
0
飼
い
犬
に
避

妊
手
術
を
…
子
が
必
要
で
な
い
場
合
は

避
妊
手
術
を
し
て
下
さ
い
。

∵
…
納
め
過
ぎ
の
分
は
還
付
も
…

…
　
◎
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

算
　
方
は
…

決
二
月
と
三
月
は
、
所
得
税
の
確

　
　
定
申
告
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
昨
年

総
の
所
得
の
合
計
額
が
、
次
に
あ
げ

の
る
各
種
所
鴇
控
除
の
合
計
額
よ
勤

　
　
多
い
方
は
　
す
べ
て
確
定
申
告
が

得
必
要
で
す
・

所
▽
基
礎
控
除
．
：
－
．
…
二
＋
万
円

　
　
▽
配
偶
者
控
除
…
…
二
十
万
円

間
▽
扶
養
控
除
…
…
…
十
四
万
円

年
（
配
偶
者
の
な
い
方
は
天
目
の

　
　
　
人
が
十
五
万
円
、
又
、
老
人
扶

驚
．
’
、
～
｝
》
㌔
、
～
、
‘
～
1
｝
》
、
。
～
｛
ぐ
～
）
》
、
．
、
く
ご
～
ご
～
．
’
、
蒐
《
ご
～
～
’
》
ち
～
く
ゴ

・．辱D、9’．・撃A璽・。’悔ノ◎．。

熱いも
甲

ハ
＼
、
気

ヤ
、

　
十
執

〃
支

一
なり～％

夕
．
1
」

芸
驚
新年初句会
48．1．8．

ヤマヘイ旅館

　
　
室
野
・
し
ぶ
み
俳
句
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
悠
　
歩

湘
注
連
飾
し
て
除
雪
車
の
雨
に
ぬ
れ

し

’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
水

ゆ

～
そ
れ
ぐ
の
性
あ
る
文
字
の
年
賀
状

ず
む
れ
匿
わ
か
に
窓
の
翫
駄

〃
　
　
　
　
　
　
枯
水

（
礼
受
の
主
め
で
た
く
酔
は
れ
け
り

野
）
、
●
、
●
、
《
隔
●
3
，
～
る
’
》
、
り
、
｛
《
ξ
i
’
．
9
●

　
　
　
　
養
親
族
の
控
除
は
十
六
万
円
）

　
　
　
▽
社
会
保
険
料
控
除
な
ど
。

　
　
申
告
相
談
に
お
い
で
の
と
き
は
必
ず

前
も
っ
て
扶
養
控
除
や
各
種
保
険
料
な

ど
を
記
入
し
て
下
さ
い
。
必
要
事
項
が

書
い
て
な
い
と
、
受
付
け
が
あ
と
に
な

　
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
．

　
　
期
限
ま
で
に
申
告
や
納
税
を
さ
れ
な

　
い
と
、
無
申
告
加
算
税
や
延
滞
税
が
か

　
か
り
、
不
利
な
取
り
扱
い
を
受
け
る
こ

　
と
に
な
り
ま
す
。

　
　
青
色
申
告
の
方
は
、
早
め
に
申
告
書

と
決
算
書
を
提
出
し
て
下
さ
い
。
期
限

ぎ
り
く
に
提
出
さ
れ
る
方
に
は
、
と

か
く
内
容
の
検
討
が
不
十
分
で
、
後
日

に
調
査
対
象
に
選
ば
れ
る
場
合
が
多
い

　
よ
う
で
す
。

　
　
な
お
、
昨
年
中
に
土
地
や
建
物
な
ど

　
の
売
買
契
約
の
す
ん
だ
方
は
、
四
十
七

年
分
と
し
て
申
告
さ
れ
る
と
、
税
金
が

六
％
安
く
な
り
ま
す
。

◎
節
税
と
な
る
青
色
申
告
を
お
す
す
め

　
　
し
ま
す
！

　
本
年
か
ら
青
色
申
告
控
除
と
し
て
一

人
一
律
に
十
万
円
も
所
得
金
額
か
ら
特

別
に
控
除
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

そ
の
ほ
か
、
青
色
串
告
を
す
る
と
色
々

の
特
典
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
む
づ
か
し

い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
な
た
で

も
つ
け
ら
れ
る
現
金
式
の
簡
易
な
制
度

も
あ
り
ま
す
。
青
色
申
告
の
承
認
申
請

書
を
三
月
十
五
日
ま
で
に
提
出
す
れ
ば

よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
不
動
産

所
得
、
事
業
所
得
の
あ
る
人
は
こ
ぞ
っ

て
申
請
し
て
節
税
を
図
り
ま
し
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
高
田
税
務
署
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
明
（

ふ
さ
わ
し
く
老
人
ク
ラ
ブ
注
連
作
る
　
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
静
風
｛

稚
児
の
手
に
余
る
小
銭
の
初
貯
金
　
　
｛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
《

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
立
　
石
㌔

松
取
れ
て
食
積
の
残
る
朝
茶
か
な
　
　
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
善
　
二

七
草
や
雨
に
て
徳
せ
注
連
飾
り
　
　
　
副

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
β

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀞
　
舟
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る

窓
明
け
て
ま
ず
初
空
に
背
伸
び
し
て
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昌
　
弘
）

豊
か
な
る
妻
の
黒
髪
初
鏡

初
雪
の
山
に
二
度
来
て
次
は
里

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
熊

勤
め
終
え
遅
き
廻
礼
暮
き
た
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
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県勤労者住宅資金をご利用下さい

一ただいま第2次申込受付け中一（県労政課）

住宅資金の第2次中込みを

・新潟相互・大光相互の各
ます。

住宅を新築・増改築・購入し

であつても建設資材の高騰

り等により当初の資金計画

が困難となった者。

年度においてこの制度の融
にはなりません。

以上1（10万円までの10万円

ll、牒灘慧
1銀行の本．支店で受付け

ll1・貸付対象者
1　　（1）自分で住むための在

1　　ようとする者。
1（2）新築増改築着手後
1　　大工手間賃の値あが

1　　では完成または施工
1　　　ただし、すでに本

　　　資を受けた人は対象
12．貸付条件

　　（1）貸付金額……30万
9　　　きざみの額．
1（2）利率．．．．．．年8．

1（3）償還方法．．．．．．・・年

1（4坤込期間．．。．．昭和

1⑤申込鷺欝

ヒ　　（6）その他詳しいこと〃1
　　　　　　所）又は取扱

6パーセント

以内の元金均等月賦償還
i48年3月15日まで

……第四銀行、北越銀行、

・
、
大光相互銀行の本・支店
ま県労政課、労政事務所（支

金融機関へお尋：ね下さい。

　
お
年
玉
つ
き
年
賀
は
が
き

　
　
　
　
　
　
　
当
せ
ん
番
号

　
お
年
玉
つ
き
年
賀
は
が
き
の
抽
せ
ん

会
は
、
一
月
十
五
日
、
東
京
郵
政
局
講

堂
で
開
か
れ
、
当
せ
ん
番
号
が
決
ま
り

ま
し
た
。

　
賞
品
の
引
き
換
え
期
間
は
、
七
月
十

九
日
ま
で
で
す
が
、
忘
れ
た
り
、
紛
失

し
た
り
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
か
ら

お
早
め
に
引
き
換
え
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
当
せ
ん
し
た
は
が
き
は
、
番

号
を
切
り
取
ら
ず
に
郵
便
局
へ
ご
持
参

く
だ
さ
い
。
三
等
以
上
は
印
鑑
が
必
要

で
す
。

一
等
　
各
組
共
通
　
　
四
一
七
三
六
七

　
　
　
　
〃
　
　
　
　
七
一
一
〇
八
五

　
　
　
A
組
　
　
　
　
○
八
四
〇
五
九

二
等
　
各
組
共
通
下
五
桁
四
四
四
六
一

　
　
　
A
組
　
　
〃
　
　
五
九
三
八
四

三
等
　
各
組
共
通
下
四
桁
　
二
＝
二
一

四
等
　
　
　
〃
　
下
三
桁
　
　
九
三
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
九

五
等
　
下
二
桁
　
九
九
・
六
六
・
三
四

郵
便
局
で
お
金
が

　
　
　
借
り
ら
れ
ま
す

　
郵
便
貯
金
を
ご
利
用
の
方
で
、
急
に

お
金
が
ご
入
用
の
と
き
は
、
定
額
貯
金

や
積
立
貯
金
を
担
保
に
、
簡
単
な
手
続

き
で
、
し
か
も
即
座
に
お
金
を
ご
用
立

て
す
る
（
十
万
円
ま
で
）
預
金
者
貸
付

の
取
扱
い
を
一
月
か
ら
始
め
ま
し
た
。

く
わ
し
く
は
郵
便
局
で
お
尋
ね
下
さ
い

（
貯
金
を
払
戻
す
よ
り
借
り
た
ほ
う
が

お
得
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

電
話
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

一
、
承
継
届
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
加
入
者
（
電
話
帳
の
掲
載
名
で
な
く

　
電
話
の
所
得
者
、
た
い
て
い
は
世
帯

　
主
で
す
）
が
死
亡
さ
れ
た
と
き
は
、

　
六
ヶ
月
以
内
に
手
続
き
を
す
る
こ
と

　
に
な
っ
て
い
ま
す
。
戸
籍
抄
本
と
印

　
鑑
を
も
っ
て
郵
便
局
へ
届
け
て
く
だ

　
さ
い
（
料
金
は
不
要
で
す
）

二
、
地
集
（
農
集
）
か
ら
一
般
電
話
に

　
　
変
更
で
き
ま
す
。

　
現
在
、
地
集
電
話
に
加
入
し
て
い
て

　
話
し
中
が
あ
っ
た
り
し
て
不
便
だ
と

　
い
う
人
は
一
般
電
話
に
変
更
で
き
ま

　
す
。
但
し
、
大
字
松
代
、
千
年
、
小

　
荒
戸
、
室
野
、
福
島
に
限
り
ま
す
。

　
料
金
は
四
万
円
で
す
。
　
（
そ
の
他
債

　
券
が
四
万
円
必
要
で
す
が
、
売
却
も

　
で
き
ま
す
）

三
、
電
話
線
を
撃
た
な
い
で
！

　
松
代
町
で
も
ハ
ン
タ
ー
が
増
え
ま
し

　
た
が
、
猟
銃
発
砲
に
あ
た
っ
て
は
、

　
く
れ
ぐ
れ
も
電
話
線
に
ご
注
意
ね
が

　
い
ま
す
。
原
因
不
明
の
故
障
や
、
通

（6）

　
話
切
断
な
ど
の
事
故
が
起
き
、
大
変

　
困
っ
て
い
ま
す
。

四
、
気
を
つ
け
よ
う
！
受
話
器
は
ず
し

　
電
話
で
お
話
が
終
っ
た
と
き
、
う
っ

　
か
り
受
話
器
が
よ
く
か
か
っ
て
い
な

　
い
と
…
…
い
つ
ま
で
も
話
し
中
に
な

　
っ
て
い
ま
す
。
特
に
地
集
の
方
は
そ

　
の
ブ
ロ
ツ
ク
が
全
部
話
し
中
と
な
り

　
迷
惑
を
か
け
ま
す
し
、
故
障
と
間
違

　
え
た
り
し
ま
す
。

五
、
電
話
の
移
転
申
出
は
お
早
く

　
春
に
な
る
と
家
の
改
築
や
、
模
様
替

　
な
ど
が
多
く
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
が

　
電
話
機
や
配
線
を
動
か
す
場
合
は
で

　
き
る
だ
け
早
く
局
へ
申
出
て
く
だ
さ

　
い
。
う
っ
か
り
忘
れ
て
い
て
そ
の
日

　
に
な
っ
て
も
間
に
あ
い
ま
せ
ん
。

　
工
事
予
定
を
組
ん
で
、
順
番
に
う
か

　
が
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
遅
く
も
十

　
日
前
に
は
申
出
て
く
だ
さ
い
。

電
話
番
号
異
動
の
お
知
ら
せ

改
番
田
野
倉

〃
苧
　
島

〃
下
　
山

新
設
田
　
沢

〃
犬
　
伏

〃
松
　
代

9

、　〃
塁

言名
覧

’平
3

善武
1田
｝ト
言　　こ
＝　　、

も　エ

∫八

ぎ七

斉
藤
喜
平
　
八
六
〇
五

石
田
武
一
郎
七
五
〇
四

宮
沢
浩
美
　
九
七
七
五

植
木
組

田
沢
作
業
所
　
三
一
六

福
田
組

犬
伏
作
業
所
　
三
一
二

加
藤
都
縫
製

松
代
工
場
　
　
三
一
五

武
田
ト
ミ
エ
八
三
一
七

あ
な
た
の
寄
稿
を

　
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す

　
こ
の
広
報
紙
を
充
実
さ
せ
る
た
め
公

民
館
で
は
あ
な
た
の
寄
稿
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。
ど
し
く
投
稿
下
さ
い

こ
の
広
報
ま
つ
だ
い
は
毎
月
二
十
五
日

に
原
稿
を
締
切
り
翌
月
十
日
に
毎
月
発

行
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

一
、
原
稿
の
内
容
は
ど
ん
な
こ
と
で
も

　
結
構
で
す
。

二
、
四
〇
〇
字
原
稿
用
紙
三
枚
程
度
に

　
お
願
い
し
ま
す
。

三
、
匿
名
で
登
載
す
る
場
合
は
、
そ
の

　
旨
ご
指
示
下
さ
い
。

四
、
原
稿
は
松
代
町
総
合
セ
ン
タ
！
内

　
広
報
ま
つ
だ
い
係
へ
。

五
、
採
用
の
も
の
に
は
薄
謝
を
差
上
げ

　
ま
す
。


